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西宮市立中央病院

西宮市立中央病院の
跡地にかかる地域懇談会

（第１０回）
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(１) 前回会議(R6.12月)以降の動き

（ 跡地活用方針の見直しについて(R7.3月) ）

(２) 求める医療機能など（参加資格条件、評価項目など）

(３) 今後のスケジュール

(４) 統合新病院整備事業の進捗状況

本日の報告事項など



3跡地活用方針の見直しについて(R7.3月) 
・高齢者福祉ゾーン（特別養護老人及び養護老人ホームを整備予定地）を

甲陽園本庄町市営住宅跡地に変更したことに伴い、民間医療機関を含む

民間活用ゾーンとして、本館敷地（約10,000㎡）を一体的に活用します。

・土地及び建物を現状有姿で売却することを基本とします。

見直し前

2,000㎡

7,000㎡3,000㎡

高齢者福祉ゾーン

民間医療機関を含む民間活用ゾーン

子育て関連施設ゾーン

見直し後

2,000㎡

10,000㎡

民間医療機関を含む民間活用ゾーン

子育て関連施設ゾーン



4跡地活用方針の見直しについて(R7.3月) 

【見直し理由】

・当初の計画と比較して、跡地活用による収益増を図ることができる

・既存施設の解体を民間事業者に委ねることが可能となり、効率的に事業を

進めることができる

・建設事業者等と共同で事業実施することで、単独では資金捻出が難しい

医療法人の参画可能性が高まる

・既存施設を改修し、医療機関として活用する提案が可能となる

→既存施設の改修（リノベーション）の提案あり



5求める医療機能など（参加資格条件）

＜第９回 地域懇談会（R6.12月開催）の資料より抜粋＞

・最低100床以上の規模は必要

・『病床数は最低幾ら確保してください』など

の条件を提示すべき

＜当日の意見など＞

【これまでのご意見など】



6求める医療機能など（参加資格条件）

【必須条件】

【提案にあると望ましいもの】

・入院機能をもった病院（有床診療所を除く）の整備、運営を行うこと

・100床以上の病床規模を有すること

・内科を含む複数の診療科目を設置し、外来診療を実施すること

・１次救急を実施すること

・地域のニーズに対応できる医療機能や取組

・本市及び阪神圏域の医療課題の解消に寄与できる取組

・地域貢献、社会貢献の取組

現時点での参加資格条件に関する市の考え



7求める医療機能など（評価項目）

医療機能 地域貢献事業安定性
価格

価格以外
（評価イメージ）

＊「価格」と「価格以外」では、「価格以外」に比重を置いて配点する予定

＊「価格以外」のなかでは、特に「医療機能」に比重を置くことを想定

✓ 民間医療機関の誘致においては資産の有効活用を前提としており、医療機能のみで事業者を選定することはできない

✓ 一方で、価格のみで評価した場合、地域ニーズを満たさない事業者が選定される懸念もある

✓ 価格と価格以外(医療機能や地域貢献など)の要素を総合的に評価するプロポーザル方式により選定することを検討中

＜第９回 地域懇談会（R6.12月開催）の資料より抜粋＞

現時点での評価項目と配点に関する市の考え



8求める医療機能など（評価項目）

＜第3回 地域懇談会（R2.10月開催）の資料より抜粋＞



9求める医療機能など（評価項目）

評価項目・ポイント

（１）事業の安定性 ・長期的かつ安定的に医療の提供ができる事業計画か

（
２
）
医
療
機
能

①患者受入能力 ・地域のニーズに対応できる病床規模、外来診療体制か

②地域医療への
貢献

・診療所等からの検査依頼への対応など、病診連携に
おける取組や工夫など

・地域の救急医療の需要を考慮しながら、診療機能に
見合った救急医療が行われるか

・回復期機能を有し、生活機能の維持向上に向けたケア
が実施できる体制か

・認知症対応の充実など、地域のニーズをふまえた取組

③その他 ・本市や阪神圏域の医療課題の解消に寄与できる取組

（３）地域貢献 ・地域の活性化など地域貢献につながる取組



10その他（近隣住民への配慮）

・敷地南側の道路に歩道を設置すること

・現況の建物が道路から離れている距離を新設後においても確保すること

・敷地南側の道路沿いに緑地帯を設置すること

（解体して新たな施設を整備する場合）

【現時点で想定している近隣住民への配慮の内容】



11今後のスケジュール

募集開始

10

住民説明会など

R7.7～8

評価・選定

R8.2～3

土地等の引渡し

R8.10

統合新病院開院
（中央病院閉院）

R8.7

＊現時点で想定しているスケジュールです。今後変更になる可能性があります。




